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　新年明けましておめでとうございます。

酪農家の皆様方におかれましてはつつがなく新しい年

をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　会員農協および酪農関係者の皆様方には、日頃より

本会事業運営に格段のご厚情を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。

　昨年４月、県内に１３ある全てのＪＡが合併して県域Ｊ

Ａ「ＪＡみやざき」が誕生しました。組織として世の中の

変化に対応していくため、私たちは大きな一歩を踏み出

しました。

　昨年は、地球温暖化に伴う猛暑、秋の台風や長雨と、

多くの農家が天候不良に悩まされました。また、長引く

肥料・飼料・燃料の高騰に加え、子牛の販売価格低迷

が続き、かつてないほど苦しい経営を余儀なくされた１

年だったと思います。そのような中、私どもは消費者の

皆様に安全・安心な農畜産物をお届けすべく様々な取

組を行って参りました。その一つとして宮崎ブランドポー

クの魅力をこれまで以上に発信していこうと日本記念日

協会に１０月１０日を「宮崎ブランドポークの日」として登

録しました。また、酪農においては、毎月１日を「牛乳の日

」とし、「牛乳月間」である６月には、宮崎市で「みやざき

ミルクフェア２０２４」を開催し、牛乳・乳製品の消費拡

大と酪農理解醸成活動に取り組んでおります。

　昨年１１月に第８回九州連合ホルスタイン共進会が開

催され、九州管内の優良乳用雌牛１２５頭が熊本県家

畜市場に集結し、本県からも２４頭を出品し、３部門で

首席を獲得、経産牛の部でシニアリザーブチャンピオン

に輝くなど、大いに盛り上がりました。今年１０月に第１６

回全日本ホルスタイン共進会が北海道で開催されます

ので、酪農のこれからの弾みとなればと期待していると

ころです。

　今年３月にはＪＡ宮崎中央会、ＪＡ宮崎経済連、ＪＡ

宮崎信連に３畜連も統合し、全国初となる３連合会統

合の県域ＪＡとなります。私たちの役割は地域の農業を

発展させることです。単独ＪＡとしては全国最大規模と

なります。このスケールメリットを生かして効率化を進め

経営基盤を安定させ、組合員への支援を充実させてい

きたいと思います。

　生産者は、本当においしい農畜産物を作っているとい

う自信があります。我々も様々な支援・対策を講じてい

ますが、物価の上昇や輸送コストの増加などを価格に

転嫁するのは容易ではありません。県民の皆様には引き

続き「国消国産」を推進し、生産者を支えてもらいたいと

思います。今年も安全・安心な農畜産物を皆様にお届け

できるよう精一杯頑張って前進して参りますのでどうぞ

応援よろしくお願いいたします。

　最後になりますが、新しい年が、明るい酪農の年明け

となり、酪農が大きく飛躍し、家畜の無病息災、並びに

本年が皆様に取りまして良き一年でありますことをご祈

念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

ＪＡ宮崎経済連　代表理事会長　　坂 下  栄 次

新 年 を 迎 え て
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　謹んで新年のお喜びを申し上げます。

　県民の皆様には、日頃から県政に対する温かい御理

解と御協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　昨年は、元日の能登半島地震をはじめ、全国で災害

が相次ぐ年となりました。本県でも、８月の日向灘を震

源とする最大震度６弱の地震では、初めて「南海トラフ

地震臨時情報」が発表され、さらに台風第10号による

竜巻等の被害や、10月の線状降水帯による土砂災害・

浸水被害など、各地で大きな被害が生じました。被災さ

れた皆様に改めてお見舞い申し上げます。引き続き、更

なる県土強靱化や地域防災力の向上など、ハード・ソフ

ト一体となった防災対策に万全を期してまいります。

　一方で、パリオリンピックにおける本県ゆかりの選手

の活躍や、ひなたサンマリンスタジアム宮崎での日向

坂46による「ひなたフェス2024」の開催など、県民に

元気をもたらす明るい話題も相次ぎました。

　また、いよいよ２年後に迫った令和９年「国民スポー

ツ大会・全国障害者スポーツ大会」の本県開催が正式

に決定しました。本年４月に供用開始予定の新たな陸

上競技場やプールなどの施設整備を着実に進めるとと

もに、イメージソング「ひなたのチカラ」などを活用した

気運醸成にも積極的に取り組んでまいります。

　さらに、交通・物流網の面では、国際定期便「ソウル

線」の増便や「台北線」の再開が実現し、東九州自動車

道「南郷～奈留」間の新規事業化、九州中央自動車道

「平底～蔵田」間の計画段階評価の着手、都城志布志

道路の令和６年度中の全線開通など、本県経済の更

なる活性化や国内外との交流促進につながる基盤が

着 と々整ってきているところです。

　このほか、今年は、「大阪・関西万博」への九州７県合

同出展や、「ツール・ド・九州」の本県初開催などが予定

されております。豊かな食や農業、文化など本県の多

彩な魅力を発信する機会とし、今後も、国内外におけ

る本県の知名度向上や、宮崎牛をはじめとする県産品

の販路拡大を図ってまいります。

　令和７年度は、県総合計画アクションプランの折り返

しの年に当たります。

　引き続き、今年度から本格展開している「３つの日本

一挑戦プロジェクト」＝「子ども・若者」「グリーン成長」

「スポーツ観光」を、着実に推進していまいります。

　また、物価高騰等の影響が続く中、引き続き必要な

支援を行うとともに、「国内外との更なる交流拡大」「時

代の変化に対応した力強い産業づくり」「安全・安心な

暮らしの確保」など、本県の社会経済活動を成長軌道

に乗せ、持続可能な未来に向けた基盤づくりを進めて

まいります。

　近年の酪農を取り巻く環境を見ますと、高齢化や担

い手不足による酪農家戸数の減少、不安定な国際情

勢等による配合飼料価格や燃料・光熱費等の高騰、さ

らには家計負担の増加に伴う牛乳・乳製品の消費減

退など、依然として大変厳しい状況が続いております。

　県としましては、このような状況も踏まえ、引き続き、

酪農家や関係者の皆様と一体となって、生産性向上な

どの経営体質の強化や担い手対策、消費者に対する消

費拡大・食育活動等に取り組んでまいります。

　10月には、北海道で第16回全日本ホルスタイン共

進会が開催されます。酪農家の皆様におかれまして

は、自慢の牛を１頭でも多く出品し、本県における乳用

牛改良のレベルを全国にアピールできるよう、日頃の

飼養管理に励んでいただくことを期待しております。県

としましても、出品対策への支援などを通じて、大会で

の上位入賞に向け、皆様と一丸となって取り組んでまい

りますので、なお一層の御理解と御協力をお願い申し

上げます。

　本年が、酪農に関係する皆様にとりまして希望に満

ちた明るい年となりますよう、心からお祈り申し上げま

して、年頭の御挨拶といたします。

宮崎県知事　　河 野  俊 嗣

新 年 を 迎 え て
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平 島  善 範

新 年 を 迎 え て
JA宮崎経済連　代表理事副会長
宮崎県牛乳普及協会　会長理事

酪農情勢におきましては、依然として厳しい状況が続いて
おります。また、国際情勢の悪化や円安による物価高騰
のあおりを受け牛乳だけではなく食料品全般の値上げ
が相次ぎ家計を圧迫している状況が続いています。その
ような中でも酪農乳業への興味関心を高めてもらおうと
６月の牛乳月間にはイオンモール宮崎で「みやざきミルク
フェア2024」を開催、模型牛「ミル子」の搾乳体験やバタ
ー作り体験等を実施しました。コロナ禍による活動制限
が解除されたこともあり、多くの方に来場して頂きました。
また、１２月には「Miyazaki Delicious Market」に出
展し、牛乳を特別価格にて販売したところ、大変ご好評を
いただきました。併せて搾乳体験や理解醸成活動も実施
し、一般消費者へ良いPRができたのではないかと感じて
います。
　牛乳普及協会では、県内の幼稚園・保育園児に「牛乳・
乳製品」や「酪農」について学べるリーフレットの配布や県
内の小学校を対象に牧場や乳業メーカーへの総合学習
に助成を行いました。また、義務教育終了後の牛乳消費
低迷への打開策として行政・乳業社と連携し高校生への
牛乳無償提供の取組みを引き続き行いました。今後も牛
乳の消費が将来にむけて安定的に推移していくよう酪農
理解醸成や牛乳等の消費拡大活動を行って参ります。
新年にあたり安定した酪農経営を目指し、役職員一丸と
なり酪農家の負託に応えていくよう努力する決意でござ
います。なお一層の、ご理解ご協力を賜りますようお願い
申し上げまして、新年のあいさつといたします。

新年　おめでとうござい
ます。
　酪農家の皆様方におか
れましては、良き新年をお
迎えのこととお慶び申し上
げます。
　日頃より本会の事業に
つきましては、特段のご支
援ご協力を賜りますこと
を、この場をおかりして厚

くお礼申し上げます。
　昨年は、８月８日に本県で最大震度６弱を観測した日
向灘地震や台風１０号による大雨・突風被害に見舞われ、
農産物等が甚大なる被害を受けました。被害にあわれた
皆様に心からお見舞い申し上げます。近年、異常気象によ
る自然災害が頻発し、農畜産物の生産に深刻な影響を与
えています。これまで経験してこなった災害が発生し、想
定外の被害がでることも考えられます。災害発生時に少し
でも被害を軽減できるよう、従来の防災対策以上の備え
を日頃から心掛けていきましょう。

【 代 表 理 事 会 長 】
【代表理事副会長】
【 常 務 理 事 】
【学経理事（園芸農産）】
【学経理事（畜産）】
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】

2025年 元旦謹 賀 新 年
旧年中は大変お世話になりました

本年も酪農振興のため力を併せ

頑張りましょう。

ＪＡ宮崎経済連
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】
【理　　　　　　　事】
【 経 営 委 員 】
【 経 営 委 員 】
【 代 表 監 事 】
【監　　　　　　　事】
【監　　　　　　　事】
【 学 経 監 事 】

楠　田　富　雄
海　野　真　吾
佐　藤　友　則
栗　原　俊　朗
寺　師　幸　則
緒　方　俊　郎
川　原　博　之
坂　元　芳　郎
渡　邊　博　康
田　丸　　　浩

坂　下　栄　次
平　島　善　範
木　村　能　久
内野宮　由　康
有　馬　慎　吾
矢　　　照　美
有　田　秀　明
藏　富　英　志
小　吹　敏　博
壹　岐　浩　史
網　代　宗　章

0986-33-1816 0986-33-1709
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石　川　幸　保

丸　山　泰　典

早　﨑　之　公

三　浦　　　崇

徳　満　　　猛

加　藤　教　昭

都　成　謙　三

岩　切　美　幸

宮崎県牛乳普及協会

牛乳が日本を元気にする。

【会 長 理 事】

【副会長理事】

【副会長理事】

【理         事】

【理         事】

【理         事】

【理         事】

【監         事】

【監         事】
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ルーツを訪ねて！「老牧夫回想録」より（高橋照次著）

ニュージーランド経済の長短と日本経済
　ニュージーランドの経済は、それがこの土地にとって、最も適地適産であることに間

違いはないが、かつての大英帝国の植民地として、最も効率的に羊毛と乳製品と肉を

生産し、それを英本国に提供し得るように、最高の施策がとられて来たことは否定でき

ない。それがこの南海の孤島国の繁栄の道であり、福祉国家としての生長の原動力と

なって来たのであろう。このことはマオリ・コンサートのフィナーレに総員起立の裡に、

「ゴッド・セーブ・ザ・キング」の英国々歌がマオリ語によって歌われたことからも容易に

首肯できるし、又徹底したあの草地造成にも強い農業政策・・・・・・悪く言えば植民地

政策が感じられた。

　しかし乍ら反面に於ては、この第一次産業、しかも畜産だけの一本脚経済で、国家

経済を支えることは、不安定でもあり、短所でもあろう。即ち、七つの海を支配した英

本国の凋落、世界の標準通貨としての力を失ったポンド、Ｅ・Ｃ加盟の方向・・・・・・英国

経済の自主性喪失となろう・・・・・・にある英国には、もはやニュージーランドの畜産物

を自らの手で消化してやる力は持ちあわせないようだ。更にこの国の経済の将来に暗い

影を投げるものは世界各国の酪農振興に加うるに、合成繊維の発達であろう。

　ワイカトウ・ミルクカンパニーで「学校給食牛乳の中止は、子供の肥り過ぎるのでや

めたのかそれとも政府が貧乏になったゝ めかはわからない」と言うことばは、このことを

裏書きしているようだ。

　これに対してわが国の経済が、国内自給を目途とする農業の上に、広汎な鉱工業を

以って立っていることは、より安定性があろうが、それにしても、神代ながらの瑞穂の国

として米に重点を置かれたゝ めか、近代食生活に比重を増しつ あゝる酪農は、長い間殆

んど国の農政の外にあったゝ め、ニュージーランドのように生産の安定と、流通機構の

整備がされていない。十年前の業界パニックの折、本県選出の小山代議士が「日本の

酪農は今日まで、メーカーにとって育てられて来て居り、国が何もしていないことがわ

かった。だからメーカーをおさえることができない。メーカーに国が低利融資をしてやっ

て、之を掌握することが必要だと思う」と言われたことを記憶している。その後国でもい

ろいろ酪農対策をとられたと云っても、僅か十年では累積国家投資額もまだ世界各国

の累積予算に比すれば問題になるまい。

　畜産を主とするニュージーランド経済は、前途の如く、将来に多少の暗影はあろう

が、総人口僅か三〇〇万人にもたりないことは、一・三倍の国土に三五倍の人口のひし

めいている日本程不況の速度も危険度も大きくないであろうし、又僅か二〇〇年足らず

の間に、今日のニュージーランドを築いたこの国民の開拓魂と、いわゆる累積国家投資

は少しくらいの不況は、はね返すだけの底力を発揮するに違いない。

⑷　乳価問題と生産コストの引下げ

　南九州三県の市乳販売価格差是正運動にあたって、私は「宮崎県酪農の将来を安

定させるためには、生産コストの引下げを指導の重点としなければならない。そのため

には先ず世間並の乳価に引き上げて置いてから“サア生産コスト引き下げに全力を挙

げよう”と確信を以って云える立場にならなければ酪農民がついて来てくれない。日本

の牛乳ゝ製品は、まだ国民食として定着し切っていない。

ルーツを訪ねて！「老牧夫回想録」より（高橋照次著）
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酪 農 情 勢 報 告酪 農 情 勢 報 告
1.生乳生産動向

2.販売状況

3.生乳出荷量別生産者戸数

4.トピックス

指定団体

北海道

東　北

関　東

北　陸

東　海

近　畿

中　国

四　国

九　州

（内、宮崎）

都府県

合　計

11月（トン） 前年比（％） 累計（トン） 前年比（％）

315,899

36,188

81,300

5,033

22,565

10,780

23,062

8,130

42,315

5,253

229,373

545,272

102.3

101.7

100.1

96.4

97.5

97.7

101.0

98.0

97.0

101.0

99.3

101.0

2,626,118

298,811

669,577

42,464

188,351

90,152

188,845

65,616

353,051

43,987

1,896,866

4,522,985

100.7

96.9

99.8

95.7

97.5

98.9

100.6

96.8

98.3

101.7

98.6

99.8

令和6年12月13日現在

令和6年12月13日現在

11月

11月（トン）前年比（％） 累計（トン） 前年比（％）

244,259

30,284

34,282

7,134

122,916

2,308

110,695

2,495

33,119

94

545,272

42,315

区分

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

全国

九州

用　途

飲用牛乳

はっ酵乳等

特定乳製品

生クリーム

チーズ

合　計

生乳出荷量

合　　　計

最高出荷量

平均出荷量

550t／月

31t／月

戸数

100ｔ以上

80ｔ以上

60ｔ以上

40ｔ以上

20ｔ以上

10ｔ以上

10ｔ未満

～

～

～

～

～

100ｔ未満

80ｔ未満

60ｔ未満

40ｔ未満

20ｔ未満

4戸

3戸

3戸

2 5戸

5 9戸

5 2戸

2 5戸

1 7 1戸

1,991,475

250,494

288,930

59,574

1,098,893

25,197

865,027

17,040

278,661

746

4,522,985

353,051

99.9

95.7

99.5

101.2

105.7

96.9

99.2

102.4

100.5

100.1

101.0

97.0

97.5

96.5

99.1

102.9

104.8

112.8

99.9

91.4

98.4

98.8

99.8

98.3

（小数点以下の四捨五入等で合計が一致しないことがあります）

酪農課　加藤　喜博

　新年明けましておめでとうございます。
　酪農家・関係機関の皆様におかれましては、つつがなく新
春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。旧年中は、
格別のご厚情を賜り、誠にありがとうございました。今年も
更なるご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたし
ます。
　昨年は辰年ということで、天高く昇る龍のように勢いのあ
る飛躍の年となるように願っておりましたが、酪農業界は、
近年同様に国際情勢の不安定化や円安等による飼料価格
をはじめとする生乳生産コストの高止まりにより、長引く厳し
い経営環境が続き、全国の指定団体に生乳を出荷する酪
農家戸数が１万戸を割り込み、9,960戸（昨年10月期、前年
比5.7％＝599戸減）となりました。経営者の高齢化や後継
者不足に加え、先述しました厳しい経営環境が離農に拍車
をかける状況となりました。また、これに伴い中央酪農会議
が会見を開き、全国の酪農家236人を対象に実施した緊急
調査によりますと8割が経営悪化、6割が赤字経営、5割が
離農の考えがあるとの調査結果を発表しました。世界的な
乳製品の需給がひっ迫される中、酪農家の減少が続けば
国産の牛乳・乳製品が入手しにくくなる懸念があり、中酪の
隈部洋副会長は「日本の酪農は生産基盤の危機を迎えて
いる」と窮状を訴え、専門家は「持続的な酪農経営のために
は、経営構造のシフト、経営転換への支援、消費者との対話
と理解が不可欠」とコメントしました。今年の干支は巳（み）
年ですので、蛇は再生、知恵、粘り強さを象徴しますので、し
なやかで力強く歩める一年となるように酪農事業に取り組
んでまいりますので、引き続き、皆様のご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。
　昨年の3月に開催されました「第20回オール九州ブラック
アンドホワイトショウ」で今山陽一様（南部酪農組合）の出
品牛がグランドチャンピオンを受賞されたのを皮切りに11
月に開催されました「第8回九州連合ホルスタイン共進会」
の経産牛の部において、第6部の川原澄広様（えびの市地区
本部）の出品牛、第9部の坂之下竜様（都城地区本部）の出
品牛、第10部の田中賢志郎様（都城地区本部）の出品牛が
首席を獲得し、第12部の榎木敦史様（都城地区本部）の出
品牛がシニアリザーブチャンピオンを受賞いたしました。昨
年の輝かしい成績により、いよいよ今年の10月に北海道で
開催されます「第16回全日本ホルスタイン共進会」に弾みが
つき、期待が高まるところであります。
　新年を迎えるにあたり、乳質事故にご注意いただくととも
に家畜防疫の徹底強化に努めていただきますようお願い申
し上げます。

ゆく年くる年を迎えて

―唯一生き残ることが出来るのは、変化できる者である－

酪　農　宮　崎
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1.主要因

①とうもろこしのシカゴ定期は、8月下旬には390セント／ブッシェル前後で推移していたが、南米産地におい

て乾燥による作付けの遅延が懸念されたことや、米国における好調な輸出需要を受けて上昇し、現在は420セン

ト／ブッシェル前後で推移している。さらに、シカゴ定期に加算される内陸産地からの集荷コストなどは、降雨

不足によりミシシッピ川の水位が低下し艀の積載量が制限されていることなどから上昇している。

　今後は、南米産地の作付けや生育状況などに左右される相場展開が見込まれる。

②大豆粕のシカゴ定期は、8月下旬は340ドル／トン前後で推移していたが、南米産地において乾燥による作付

けの遅延が懸念されたことなどから、10月上旬には380ドル／トン前後まで上昇した。その後、米国産大豆の生

産量が過去最高となる見通しであることなどから下落し、現在は320ドル／トン台となっている。

　国内大豆粕価格は、為替は円安となっているものの、大豆粕シカゴ定期が下落していることなどから値下がり

が見込まれる。

2.海上運賃

　米国ガルフ・日本間のパナマックス型海上運賃は、8月下旬は53ドル／トン前後で推移していたが、原油相場

が上昇したことなどから9月中旬には55ドル／トン前後まで上昇した。その後、航海日数の長い南米産穀物の輸

送需要が低調なことを受けて船腹需給が緩和していることなどから相場は下落し、現在は47ドル/トン前後で推

移している。

今後は、船腹需給は緩和しているものの、今後は南米産大豆の輸送需要が本格化することから、底堅く推移する

ものと見込まれる。

配合飼料価格改定の推移について（令和7年1～3月期）

全国全畜種総平均（全農系）トン当たり約2,750円値上げとし、銘柄別に決定する。

配合飼料
安定基金

緊急補てん
(新たな
特例）：

7,050円

令和5年

1-3月期 4-6月期

△1,000円

△2,000円

7-9月期 10-12月期

△2,000円

△2,700円

配合飼料
安定基金
補てん：
950円

及び

国の特別
支援対策:
8,500円

令和6年 令和7年

1-3月期 4-6月期

△4,600円

配合飼料
安定基金
補てん

交付なし

配合飼料
安定基金
補てん

交付なし

＋2,800円

7-9月期

＋2,200円

10-12月期

  △4,850円

1-3月期

＋2,750円

配合飼料
安定基金

緊急補てん
(新たな
特例）：

5,250円

配合飼料
安定基金

緊急補てん
(新たな
特例）：

1,050円

配合飼料
安定基金
補てん

交付なし
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エクリンべこしゃん エクリンタオルクリーナー
・国内生産の牛専用シャンプー
・出荷前や共進会前の洗浄に最適‼

・乳房用タオル専用洗浄剤
・首輪などの洗浄にも使える!!

洗浄前 洗浄後

理工協産株式会社 福岡支店
佐賀県三養基郡基山町大字園部弥生が丘5008 TEL 0942-84-0710

入目：2kg×2

入目：5kg×2
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体型 +3.21

乳器 +3.08

乳量 +948kg

ハイジャンプから作出された高能力＆好体型種雄牛

GTPI：+2,976
NTP ：+3,068

ドロップボックス

体型 信頼度  81％能力 信頼度  82％

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます
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　JA宮崎経済連は、12月14日（土）15日（日）の2日間、イオンモール宮崎において「食で宮崎を元気に！」と

開催された「みやざきデリシャスマーケット2024」に出展し、宮崎県産牛乳の特別価格PR販売及び模擬牛

「ミル子」の搾乳体験を実施しました。例年とは異なる日程での開催となりましたが、両日とも多くのお客様

にご来場いただきました。

　本年も理解醸成や消費拡大に繋がるようなイベントを行っていきたいと思います。

みやざきデリシャスマーケット2024開催みやざきデリシャスマーケット2024開催みやざきデリシャスマーケット2024開催
JA宮崎経済連酪農課　海野　真衣

★ミル子の搾乳体験

▲宮崎県酪農協議会役員による理解醸成活動も両日行われました。
　LL牛乳とチラシの配布を行い、一般消費者に牛乳の消費拡大を呼びかけました。

★宮崎県産牛乳の特別価格販売

★理解醸成活動
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『酪農宮崎』表紙写真大募集!!
毎月掲載しています「酪農宮崎」表紙写真ですが、あなたの撮った写真を

掲載してみませんか？

酪農において「おもしろい写真が撮れた！」や「キレイな写真を撮った」、

「子供や自分が描いた絵がある」、「牧場メンバーの写真を紹介したい」

など、様々なことがあると思います。それを酪農宮崎の表紙に応募してみ

ませんか？インスタだけでなく、酪農宮崎でも共有してみましょう。

不定期の採用となりますが、採用者には景品をプレゼントいたします！

たくさんのご応募お待ちしてま～～す♪

【申込先】

ＪＡの酪農担当部署、ＪＡ宮崎経済連酪農課
（TEL：0985-31-2128　Fax：0985-31-5765）まで！

令和６年度ジャジング・スクールin愛知令和６年度ジャジング・スクールin愛知
　11月15日から16日の2日間にかけて、全国ホルスタイン改良協議会主催の『令和6年度ジャジング・ス

クール』が愛知県畜産総合センターにて開催された。

　酪農家の「牛を見る目」を養成し、酪農経営の健全な発展と次代を担う後継者の育成を期することを目的

として行われている当スクールでは一般受講者のほか、候補・認定ジャッジマン、学生等が全国から参加者

が集い研修が実施された。

　毎年開催されるジャジング・スクールであるが、来年は東北ブロックでの開催が決定している。未だ開催

県については未定とのことであるが、本県酪農家及び酪農関係団体にも積極的な参加を促進したい。

【開校式の様子】 【序列付けの様子】
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vol.9 40

農大通信　vol.10～笑顔の華が咲きました～



スクリュープレスセパレーター

New release!謹賀新年謹賀新年

株式��   コーンズ･エージー 南�州�� 
   ���都城�年見�５−５ 　TEL 0986-46-6690

   コーンズ・エージーはオリックスグループ �下となり、さらなる業���を目指します。

 ドイツファール/ランボルギーニ 

本年もどうぞ宜しく御願い申し上げます。本年もどうぞ宜しく御願い申し上げます。
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― 18 ―

まちづくりの祭典inあおきまちづくりの祭典inあおき
　12月8日に檍地区にて「まち

づくりの祭典inあおき」が開催

さ れ 、体 験 及 び ふ る ま い コ ー

ナーに合わせて牛乳の試飲や模

型牛「ミル子」の搾乳体験を実施

しました。

　当日は、およそ1,500名の方

が 来 場 さ れ 、宮 崎 県 シ ン ボ ル

キャラクター「むぅちゃん」や宮

崎 市 制 1 0 0 周 年 記 念 キ ャ ラ ク

ター「みやねこ」も参加し、大い

に賑わいました。

　今後もイベントを通して酪農

を身近に感じてもらい、牛乳を

たくさん飲んでもらえたらと思

います。



農学部 ナンノ教授のひとりごと

牛の飲む水は乳となり、蛇の飲む水は毒となる 南野　快

　今年は巳年ということでヘビに纏わる話題を

少々。繁殖が専門である私としてはヘビの繁殖にも

興味がある。まず、メスとオスの出会いについて。メ

スよりも早く冬眠から目醒めるオスは空腹な状態

のまま（満腹だと性的に興奮しないらしい）、冬眠中

のメスを何週間も待ち続け、メスが姿を現すと多数

のオスが一匹のメスを包み込み、オスは自分の尻尾

をメスの尻尾と絡ませて文字通り交尾する。ヘビの

交尾時間は長く、半日から24時間以上持続する種

類もいる。ペニスは左右に一対で反転して体外に突

き出し、メスに挿入して精子を送り込む。メスが交

尾に費やす日数は数日間だけだが、体内の精子は数

百日間も生存可能らしい。

　ヘビは爬虫類なので卵を産むが、中には卵胎生

（体内で卵を孵化させる）の種類もいる。例えばシマ

ヘビは夏に交尾して数個から十数個の卵を産み、

１ヶ月半ほどで孵化するが、マムシは卵胎生で春に

交尾した翌年の夏から秋にかけて数匹から十数匹

の幼ヘビを出産する。先日、福岡県大川市の三宝神

社で白蛇の赤ちゃんが１０匹孵化したとのニュー

スがあった。三宝神社では「3つの神」を祀っていて、

その一つが白巳金神（はくみこんじん）、すなわち白

蛇とのことで幸運の象徴とされている。この神社に

限らず、蛇は古くから豊穣神や天候神として信仰の

対象とされてきたほか、平和や医術、不老長寿など

の象徴ともなっている。ギリシャ神話の医学の神が

常にヘビが巻きついた杖を持っていたことから、そ

の杖が医学の象徴となり、獣医学のシンボルもそれ

を基本としている。脱皮するヘビは復活を連想さ

せ、強い生命力につながる縁起のいい動物である。

　マヤ文明のピラミッドにも蛇の造形がある。チ

チェン・イッツァはメキシコのユカタン半島に残さ

れたマヤ文明最大の都市遺跡だが、その中央に聳え

るピラミッドは春分と秋分の日に起こるククルカ

ンの降臨で有名である。ククルカンとは蛇の姿をし

た農耕神で、太陽が西に傾くと階段の側壁にピラ

ミッドの影が蛇の胴体となって浮かび上がり、クク

ルカンの頭像と合体して巨大な蛇の姿が現れるら

しい。

　一方、ヘビは毒を持つ動物としてネガティブなイ

メージもある。ヘビはオオトカゲやイグアナと同じ

く有毒有鱗類という分類（無毒のものもいるが有毒

の爬虫類は全てこの中に含まれる）に属することが

最近の研究で明らかになった。実際、有毒の爬虫類

の99%以上はヘビが占めている。陸のヘビに限らず

海ヘビも猛毒を有する種類が多い。奄美や沖縄でス

キューバダイビングをするとウミヘビと遭遇する

ことは珍しくないが、くれぐれも咬まれることがな

いように注意する必要がある。

　「牛の飲む水は乳となり、蛇の飲む水は毒となる」

という禅語がある。“水”を薬にするのか毒にするの

か、それは飲み干す自分次第という意味である。自

分の感性と信念を大事にしてこの一年を過ごすこ

とにしよう。

ユカタン半島の地方都市の道端で遭遇したグリーンイグアナ．

“グリーン”は子どもの時の体の色で、大人になるとこの写真の

ように灰褐色に変化する．
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